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2000年度の核反応データセンター会議は、 8月 15日-19日に、ロシアのオプエンスクに

あるロシア原子力研究所(Instituteof Phy割田 andPower Engineering)で行われた。こ

の会議には、各国の 13データセンクなどから 28人が参加していた。参加国・参加組織は、

中国、ハンガリ、日本、 韓国、 ロシア、 ウク ライナ、アメ リカ、 OECDINEAとlAEAなど

である。

日本荷電粒子核反応データグループ (JCPRG)からは、加藤幾芳 (管理運営委員会委員長・

北海道大学理学部)と私(千葉)、それにオブザーバーとして大林由英(北海道大学工学部

ミームメディアラボラ トリ)が出席した。日本からは、他に長谷川明氏(日本原子力研究所)

が出席していた。

今回の会議は、フノレネッ トワークミーティングといわれ、 各データセングーの責任者の会

議であった。 開会の挨拶、議長選出、会議日程を決めたあと、直ちに各データセン9一等の

活動報告があった。日本被反応データグループからは添付資料(Prog陀 88Report to the 

NRDCMeeting May 15'19， 2000)を提出して加藤が報告をおこなった。
この会議で、 新しく優先的に行なうべき仕事として、 Webで核データベースをアクセスす

る新しいプラットフォーム独立な解を作る可能性を研究する二と、書誌情報の検索と実験デ

--7または評価データを対話的グラフィック表示に統合化したツールの開発、Web版と同

じ機能を CD-ROM版で作る二とが議論された。

JCPRGからは、 WP2000-25として fDeveJopmentof charged-particle reaction da.ta 

rctrieval system on IntelligentPad: CONTlp，J.lnformation Science， 26(1) 2000，29'37Jを
提出して、 大林が「オブジェクト指向 IntelligentoPadソフ トウェアによる荷電粒子核反応

データの検察とグラフイカノレ表示Jを発表して、 この議論に加わった。

データベースの今後として、 NNDCからはプラッ トフォームに依存しないデータベース、

特にリレー ショナルデータベースへの移行の必要性が提起された。そ して、 9月にワーク V

ヨツプが計画されていることが紹介された。関連して、昨年の会議で核反応データプロッテ

イングのワークショップを組織する可能性を調べることになっていたことについて質問し

たところ、 会議としてこのワークショップを支持することになった(なお、このワークショ

ップに大林が参加した)。

また、注目すべき提案は、Phy剖cnlReview Cに出版される実験データを EXFORに収録

する新しい手続きが NNDCのな MacLaneから提案され、 合意されたことである。

我々としては、 NRDFへのデータの収集とEXFOR八の変換で実績をあげることに更に力

を注ぐ必要のあることと、新データサービスの開発を促進するこ との重要性を実感させられ

た会議であったs

会議は、 「結論Iと 「決定」を確認して採択した。次回のNRDC会議はテクエカルミーテ

イングを 2001年5月にウィーンで行なうこ とになった。ブルネットワーク ミーティングの

方は NEA-DBが2002年4月または5月にホスト役をするとの申し出を受けて、会議は終

了した。
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